
高齢化社会の進展に伴い、住宅内での不慮の事故が増加していま

す。近年、特に住宅の熱環境と居住者の健康の関係に注目し、国の

補助制度を活用して全国的な調査が進められています。 

本講演は、暑さ、寒さが体に与える影響のメカニズム、住宅の断

熱性の向上と冬の住まいの健康・快適に与える影響に関する説明を

通じて、家の断熱性能、気象条件と住まいの安全・健康・快適の関

わりを共に考えます！ 

少子高齢化時代の住まいづくりの新常識として、住宅をお考えの

方々、高齢期を迎える方々に是非聞いていただきたい内容です！   

ふるってご参加ください！ 

記  

日  時  平成 28 年 10 月 15 日（土） 

     午前 11 時 00 分から 11 時 45 分まで 

場  所  吹上ホール（名古屋市中小企業振興会館 

：名古屋市千種区吹上二丁目 6 番 3 号）  

２階セミナースペース 

講  師  国立大学法人 奈良女子大学大学院 

准教授 吉田
よ し だ

伸
し ん

治
じ

 氏  

演題 「家の断熱性能、気象条件から住まいの
環境・健康・快適の課題を考える」

聴講無料・予約不要 

主催：あいちゆとりある住まい推進協議会環境共生部会／あいち健康省エネ住宅推進協議会  

あいち住まいるフェア 2016 


